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小型家電

一
人
ひ
と
り
が
分
別
意
識
を

　

資
源
ご
み
は
、
指
定
さ
れ
た
日

の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

し
っ
か
り
分
別
さ
れ
、
き
れ
い

に
保
た
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。

　

最
近
一
部
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
の
混
在

が
見
ら
れ
ま
す
。ご
み
の
混
在
は
、

収
集
す
る
際
の
作
業
に
余
計
な
手

間
や
費
用
が
か
か
り
、
収
集
の
遅

れ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
収
集
の

遅
れ
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

荒
れ
て
し
ま
う
悪
循
環
を
生
み
出

し
ま
す
。

　

荒
れ
た
場
所
を
最
終
的
に
片
付

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、
地

域
の
役
員
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
ア

パ
ー
ト
の
管
理
人
さ
ん
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
「
自
分
だ
け
な
ら
大
し
た
こ
と

な
い
だ
ろ
う
」「
少
し
だ
け
な
ら

大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
安
易
に
行
動

せ
ず
、
ご
み
を
出
し
た
あ
と
も
、

多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
思
い
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
出

し
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
資
源
を
生
み
出
す

分
け
れ
ば
資
源

ご
み
の
分
別

　最近、分別が間違っていたり、ごみステーションで
は回収しない粗大ごみが出されていたりすることで、
行政区の役員さんや、収集業者から報告を受けること
が多くなっています。
　ごみは、きちんと分別すると資源になります。実際
の例をあげて、ごみの分け方、出し方を紹介します。

○段ボールの中に新聞、雑誌、雑がみが混在

　新聞、雑誌、段ボール、雑がみはそれぞ
れ別のリサイクル資源です。種類ごとに束
ねて、資源ごみの日にごみステーションに
出しましょう。
※「雑がみ」はお菓子の箱などコーティング
加工されていない、その他の紙のことです。

段ボール

新聞紙

雑誌類

○米袋に入れて陶磁器やコップが出されていた

　陶磁器やガラス製のコップをごみステーションに出す場合は「危険物」
として出してください。
　割れてしまって危険なものは、紙で包むなど工夫してから、透明また
は半透明の袋に入れて、資源ごみの日に出してください。

○１つの袋にペットボトルと空き缶が混在

　ペットボトルはキャップとラベルを
はずして、中をすすぎ、つぶしてから
資源ごみの日に出します。はずした
キャップとラベルは、容器包装プラス
チックとして資源ごみの日に出すこと
ができます。
　空き缶は中身が入ったままのものも
見受けられます。中身を出して、すす
いでから「かん」として出してくださ
い。
　「びん」も中をすすいでから出して
ください。金属のふたは「かん」で出
してください。

キャップとラベルをはがす

中をすすぐ

○乾電池をまとめて入れた袋が、家電のコンテナに入れられていた

　乾電池は、ごみステーションには出せません。各公民館に設置してある乾
電池ボックスに入れてください。また、家電量販店など、リサイクル協力店
でも引き取ってもらえます。
　充電式電池、ボタン電池（水銀含む）は、公民館では受け入れません。家
電量販店など、リサイクル協力店に出してください。

○電球や蛍光管は公民館に設置されたボックスへ（毎月第１・３水曜日）

充電式電池、ボタン電池はリサイクル協力店へ

　公民館の乾電池コンテナの中に、電球や蛍光管、廃食用
油が入っていました。
　電球や蛍光管、廃食用油は、毎月第１・３水曜日に公民
館に設置される指定の回収ボックスに入れてください。

たてばやしクリーンセンターに持ち込めるもの いたくらリサイクルセンターに持ち込めるもの
不燃物・不燃性粗大ごみ（金属類、ガラス類、陶器類）
自転車　スプリングマットレス　フライパン　鍋　ガスコンロ
こたつ　ストーブ　ソファー　ガラステーブル　スキー用品
マッサージチェア　座椅子　スチールラック　ベビーカーなど
資源ごみ
古紙類　容器包装プラスチック　毛布　ペットボトル　かん
びん　蛍光管　乾電池　プラスチックなど
受入日　祝日を除く月～金曜日（午前８時30分～午後４時30分）
　　　　土曜日（午前８時30分～11時30分）　

可燃性ごみ
生ごみ　スニーカー　革靴　紙おむつ　布、皮、ビニールバッグ
せん定枝（太さ10㎝以内　長さ２ｍ以内）
可燃性粗大ごみ（金属、ガラスのないもの）
布団類　座布団　机　棚　たたみ　カーペット　じゅうたん
ふすま　ベニヤ板　タンス　いす　スポンジマットレスなど
受入日　祝日を除く月～金曜日（午前８時30分～午後４時30分）
　　　　土曜日（午前８時30分～11時30分）　

透
明
か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

問合せ　環境下水道係
８２－６１３２

乾電池は乾電池ボックスへ

チラシ

お菓
子

雑がみ

お米

廃食油用

廃蛍光灯
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録
音
機
能
付
き
電
話
で

特
殊
詐
欺
を
撃
退

自
動
応
答
、
通
話
自
動
録

音
機
能
を
備
え
た
電
話
機
や
、

電
話
線
と
電
話
機
の
間
に
接

続
し
て
録
音
機
能
を
有
す
る

機
器
の
購
入
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　

世
帯
全
員
が
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
く
、
町
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
実
際
に
居

住
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
か
た

※
１
世
帯
に
つ
き
１
台
限
り

補
助
金
額

購
入
費
用
の
２
分
の
１
以
内
、

た
だ
し
上
限
金
額
６
，０
０
０

円
で
千
円
未
満
切
り
捨
て

申
請
方
法

購
入
し
た
日
か
ら
１
年
以

内
に
左
記
の
も
の
を
そ
ろ
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書

○
領
収
書

○
機
能
が
確
認
で
き
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ま
た
は
取
扱
説
明
書

※
申
請
書
は
、
安
全
安
心
係

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　

安
全
安
心
係
　

82

－

６
１
２
３

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
、

町
民
の
皆
様
か
ら
集
め
ら
れ
る
募

金
に
よ
り
、
新
た
な
年
を
迎
え
る

時
期
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
配
分
金
や
日

用
品
な
ど
を
お
配
り
し
、
み
ん
な

で
支
え
合
う
あ
た
た
か
い
地
域
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

配
分
対
象
者

　

板
倉
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

６
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
世
帯

全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
で
、

次
の
①
か
ら
⑥
の
条
件
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯
。

※
た
だ
し
、
同
敷
地
内
の
課
税
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
か
た
や
生
活

保
護
世
帯
な
ど
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

▼
満
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

世
帯

▼
満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯（
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
を
除
く
）

▼
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け

て
い
る
か
た
の
い
る
世
帯

▼
中
学
３
年
生
以
下
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親（
母
子
・
父

子
）
世
帯（
た
だ
し
、対
象
と
な
る

子
の
親
が
世
帯
主
で
あ
る
こ
と
）

▼
左
記
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
の
い
る
世
帯

身
体
障
害
者
手
帳
１
･
２
級

療
育
手
帳
Ａ

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
･
２
級

▼
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ
り
支

援
が
必
要
な
世
帯

申
請
方
法　

右
記
の
条
件
を
満
た

し
て
お
り
、
配
分
を
希
望
す
る
世

帯
の
か
た
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
区
民
生
委
員
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
配
分
金
受
給
申
請
書
」
を
お

渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

11
月
２
日
㈪
〜
25
日

㈬
（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

申
請
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

○
社
会
福
祉
協
議
会

82

－

３
９
０
０

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

歳
末
た
す
け
あ
い
の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

町
の
集
団
健
診
は
10
月
で
終
了

し
ま
し
た
が
、
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
は
11
月
30
日
ま
で
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
ま
だ
、
健
診
を
受

け
て
い
な
い
か
た
は
、
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

▼
特
定
健
診

対
象
者

40
歳
以
上
で
板
倉
町
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
い
る
か
た

持
ち
物

特
定
健
康
診
査
受
診
票
（
ピ
ン
ク

色
）、
保
険
証

▼
後
期
高
齢
者
健
診

対
象
者

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て

い
る
か
た

持
ち
物

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
受
診
票

（
黄
色
）、
保
険
証

▼
特
定
・
後
期
高
齢
者
健
診
共
通

受
診
票
は
、
５
月
に
配
付
し
た
健

診
の
ご
案
内
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

費
用　

無
料

健
診
内
容　

身
体
測
定
、
血
圧
、

尿
・
血
液
検
査
、
診
察
な
ど

そ
の
他　

い
ず
れ
の
健
診
も
人
間

ド
ッ
ク
助
成
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

健
診
受
診
方
法

　

す
で
に
予
約
受
付
が
終
了
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
健

診
実
施
医
療
機
関
に
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
診
実
施
医
療
機
関

○
い
た
く
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

70

－

４
０
８
０

○
井
上
整
形
外
科
医
院

82

－

１
１
３
１

○
ふ
じ
の
木
整
形
・
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

91

－

４
０
７
０

○
増
田
医
院

82

－

２
２
５
５

※
町
外
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は

５
月
に
配
布
し
た
健
診
の
ご
案
内

の
な
か
の
健
診
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

82

－

６
１
３
６

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

医
療
機
関
で
11
月
30
日
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す

確
定
申
告
な
ど
で
使
う
所
得
税
等

控
除
対
象
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

▼
障
害
者
控
除
認
定
書

介
護
保
険
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
か
た
が
、
障
害
者
に
準
じ

る
状
態
と
認
定
を
さ
れ
た
場
合

は
、
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

該
当
者　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
要
介
護
認

定
者
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
か
た

▼
医
療
費
控
除
確
認
書

寝
た
き
り
の
状
態
で
、
治
療
上

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
か
た
に

つ
い
て
は
、
お
む
つ
代
が
医
療
費

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

該
当
者　

要
介
護
認
定
者
で
、
前

年
度
の
申
告
で
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
を
受
け
た
か
た

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
初

め
て
受
け
る
か
た
は
、
医
師
の
発

行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

申
請
者
の
認
め
印

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

所
得
税
等
控
除
対
象
認
定
書

確
定
申
告
な
ど
で
使
う
控
除
証
明
を
発
行

【入札結果】予定価格が250万円を超えるものを掲載。全ての入札結果および詳細は町ホームページに掲載しています。　問合せ　財政係 ８２－６１２６

９月18日(金) 令和２年度　道路メンテナンス補助事業
通橋外１橋　橋梁修繕工事 海老瀬地先外 1,070万円 749万円 1,040万円 97.2％ ㈲坂田建設

９月18日(金) 令和２年度　町道７０７５号線外　道路改良工事 西岡地内 1,424万円 996万円 1,400万円 98.3％ 尾崎建設㈱

９月18日(金) 令和２年度　町道６０４５号線　道路改良工事 大荷場地内 1,175万円 822万円 1,140万円 97.0％ 福地建設㈲

９月18日(金) 令和２年度　町道２－２８号線　道路改良工事 西岡地内 721万円 504万円 700万円 97.1％ 福地建設㈲

９月18日(金) 令和２年度　町道１１３４号線　舗装新設工事 岩田地内 559万円 391万円 545万円 97.5％ ㈲坂田建設

９月18日(金) 板倉町公共下水道事業公営企業法適用
基本計画策定業務

朝日野・
泉野地内 287万円 なし 92万円 32.1％ 日本会計コンサル

ティング㈱
10月２日(金) 令和２年度　町道１－１２号線　道路概略設計業務委託 板倉地先 328万円 なし 129万円 39.3％ 技研コンサル㈱

　

介
護
慰
労
金
は
、
本
年
10
月
１

日
を
基
準
日
と
し
て
、
次
の
①
〜

③
の
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、

在
宅
で
１
年
以
上
継
続
し
て
介
護

し
て
い
る
か
た
に
対
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

支
給
要
件

①
被
介
護
者
が
町
内
在
住
で
65

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
度

４
ま
た
は
５
の
状
態
が
１
年
以
上

継
続
し
て
い
る
こ
と

③
入
院
や
介
護
保
険
制
度
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）

な
ど
に
よ
り
在
宅
を
離
れ
た
期
間

が
１
０
０
日
以
内
で
あ
る
こ
と

支
給
額

12
万
円

申
請
期
限

11
月
20
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

介
護
慰
労
金

介
護
し
て
い
る
か
た
に
支
給
し
ま
す

　

第
３
行
政
区
で
は
、（
公
財
）
群

馬
県
市
町
村
振
興
協
会
の
市
町
村

振
興
宝
く
じ
交
付
金
な
ど
を
財
源

と
す
る
「
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
、

籾
谷
上
公
民
館
の
ト
イ
レ
改
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

全
国
で
販
売
さ
れ
る

宝
く
じ
の
収
益
の
一
部

は
、
こ
う
し
た
地
域
の
健
全
な
発

展
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
庶
務
係

82

－

６
１
２
２

宝
く
じ
交
付
金

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

農業機械などの盗難が多発しています
徹底すべき対策
○農業機械にエンジンキーを差したまま放置しない。

○田畑や農道、ハウス内に農業機械を放置せず、農業機械を施錠

のうえ、施錠した倉庫などに保管する。

有効と考えられる対策
○警報器、ハンドルロックなどの盗難防止用品を装着する。

○センサー付きライト、防犯カメラ、防犯警報器などを設置する。

○倉庫のシャッター前や敷地の出入り口、通路に障害物を置く。

盗難被害に対する備え
○農業機械の盗難に対応できる保険に加入する。

○車体番号などが分かる書類を保管する。

盗難にあった場合の対応
○速やかに警察署に届け出ましょう。また、

見慣れない不審な車を見かけたら、ナンバー

を控えておくことを習慣にしましょう。

　（犯人検挙につながる場合があります）

問合せ　農地係　 ８２－６１３８

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

対
策
し
ま
し
ょ
う

被
害
に
あ
わ
な
い

対
策
し
ま
し
ょ
う

バー

い
よ
う
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指定医療機関

館林市成島町262-1

館林市苗木町2599-128

館林市本町3-4-5

館林市木戸町648

千代田町赤岩西4-5

邑楽町中野213

公立館林厚生病院

土井レディスクリニック

真中医院

まりレディスクリニック

小西医院

井上医院

　

子
宮
頸け

い

が
ん
は
早
く
治
療
す
れ

ば
９
割
以
上
の
か
た
が
治
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
検
診
を

受
け
て
い
な
い
か
た
が
多
い
現
状

で
す
。

　

町
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
自
身
の
都
合
の
良
い
日

を
予
約
し
、
検
査
自
体
は
５
分
程

度
で
終
わ
り
ま
す
。

　

初
期
段
階
の
子
宮
頸
が
ん
は
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
受

診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

個
別
検
診
実
施
期
間

11
月
30
日
㈪
ま
で

自
己
負
担
金　

５
０
０
円

（
70
歳
以
上
の
か
た
お
よ
び
令
和

２
年
度
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
の

か
た
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

　

腸
内
環
境
を
整
え
、

下
痢
や
便
秘
の
予
防

法
や
免
疫
力
を
回
復

す
る
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
25
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

南
部
公
民
館
２
階
講
堂

講
師　

両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

対
象
者　

一
般
高
齢
者
ほ
か
本
教

室
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
か
た

募
集
人
数　

30
人
（
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
）

受
付
開
始
日　

11
月
10
日
㈫

備
考　

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
日

が
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
募
集
人
数
に
関
し
て
、
町
の
公

民
館
使
用
定
員
表
に
従
い
、
例
年

と
比
較
し
て
定
員
を
少
な
く
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係　

82

－

６
１
３
５

　

公
立
館
林
厚
生
病
院
で
は
、
平

日
の
開
院
時
刻
を
８
時
30
分
と
し
、

入
口
の
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
体
温

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発
熱
を
感
知
し
た
場
合
は
、
そ
の

場
で
お
声
が
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
３
密
を
避
け
る
た
め
、

診
療
予
約
の
あ
る
か
た
は
、
予
約

時
間
の
10
分
前
、
採
血
な
ど
の
検

査
が
あ
る
か
た
は
30
〜
40
分
前
を

目
安
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
。
時
間

よ
り
も
早
く
ご
来
院
さ
れ
て
も
、

受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

公
立
館
林
厚
生
病
院

72

－

３
１
４
０

　

厚
生
労
働
省
が
配
信
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認

ア
プ
リ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
（
コ
コ
ア
）

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
と
接
触

し
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
通
知
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
プ
リ
利
用
者
は
検
査

の
受
検
な
ど
、
保
健
所
の
サ
ポ
ー

ト
を
早
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
保
健
予
防
課
感
染
症

危
機
管
理
室
感
染
症
危
機
管
理
第

二
係０

２
７

－

２
２
６

－

３
３
７
１

　

令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
は
確

定
申
告
会
場
の
混
雑
を
回
避
す
る

た
め
、
整
理
券
な
ど
を
配
布
し
、

入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、

自
宅
な
ど
か
ら
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
で
の
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
計
算

誤
り
の
な
い
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。
給
与
や
年
金
所
得
者
の
か

た
は
、
ス
マ
ホ
専
用
画
面
で
、
入

力
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
を
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
で
申
告
す
る
た
め
に
は
、
事
前

に
、
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

ま
た
は
、
②
税
務
署
発
行
の
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
の

で
、
お
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ

か
な
い
場
合
は
、
作
成
し
た
確
定

申
告
書
を
印
刷
し
、
郵
送
な
ど
で

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

館
林
税
務
署

72

－

４
３
７
３

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
感
染
の
懸
念
か
ら
、
受
診
控

え
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

過
度
な
受
診
控
え
は
健
康
上
の

リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
健
診
や
持
病
の
治

療
、
お
子
さ
ま
の
予
防
接
種
な
ど

の
健
康
管
理
は
重
要
で
す

○
発
熱
、
咳
や
腹
痛
な
ど
の
症
状

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
以
外
の

病
気
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
必

要
な
受
診
を
控
え
る
と
最
適
な
治

療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性

健　
　

康

健　
　

康

公
立
館
林
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

が
あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
な
健
診
の
受
診
な
ど
が

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
、
が
ん
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
体
を
き

ち
ん
と
知
る
こ
と
が
健
康
維
持
の

第
一
歩
で
す
。

○
持
病
が
あ
る
か
た
は
、
定
期
的

な
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。
リ
ハ

ビ
リ
も
可
能
な
範
囲
で
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

○
赤
ち
ゃ
ん
の
予
防
接
種
を
遅
ら

せ
る
と
、免
疫
が
つ
く
の
が
遅
れ
、

重
い
感
染
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す

　

生
後
２
か
月
か
ら
予
防
接
種
を

受
け
始
め
る
こ
と
は
、
お
母
さ
ん

か
ら
も
ら
っ
た
免
疫
が
減
っ
て
い

く
と
き
、
赤
ち
ゃ
ん
が
か
か
り
や

す
い
感
染
症
（
百
日
せ
き
、
細
菌

性
髄
膜
炎
な
ど
）
か
ら
赤
ち
ゃ
ん

を
守
る
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

　

乳
幼
児
健
診
は
、
医
師
、
歯
科

医
師
、
保
健
師
、
助
産
師
な
ど
に

相
談
で
き
る
機
会
で
す

　

子
ど
も
の
健
康
状
態
を
定
期
的

に
確
認
し
、
育
児
で
分
か
ら
な
い

こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
遠
慮

せ
ず
何
で
も
聞
き
ま
し
ょ
う
。

医
療
機
関
や
健
診
会
場
で
は
、
換

気
や
消
毒
で
し
っ
か
り
と
感
染
予

防
対
策
を
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
で
は
医
療

機
関
に
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関

で
は
、
院
内
感
染
防
止
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
に
基
づ
き
、
感
染
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

予
防
接
種
は
、
事
前
に
予
約
し
ま

し
ょ
う

　

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
一
般
の

受
診
患
者
と
別
の
時
間
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
健
診
や
が
ん
検
診
は
、

受
付
時
間
や
受
診
者
同
士
の
間
隔

な
ど
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
受
診

時
の
注
意
事
項
を
守
っ
て
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

受
診
の
前
に
体
温
を
測
定
す
る

な
ど
、
体
調
に
問
題
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
に
不
安
が
あ
る
時
は
、
ま
ず

は
か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け

歯
科
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

自
己
判
断
で
受
診
を
控
え
る
こ

と
で
、慢
性
疾
患
の
症
状
悪
化
や
、

そ
の
た
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
の

ウ
イ
ル
ス
に
対
抗
で
き
な
い
状
態

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け

歯
科
医
に
相
談
し
な
が
ら
健
康
や

持
病
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
も
と

て
も
重
要
な
た
め
、
心
配
な
場
合

は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
・
か

か
り
つ
け
歯
科
医
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
や
乳
幼
児
健

診
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と

は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
健
康
福
祉
部
医
務
課

０
２
７

－

２
２
６

－
２
５
３
５

募
集
人
員　

40
人
（
推
薦
入
学
者

を
含
む
）

修
業
年
限　

３
年

一
般
入
学
試
験

▼
一
次
募
集

願
書
受
付　

12
月
２
日
㈬
〜
18
日

㈮
（
必
着
）

試
験
日　

令
和
３
年
１
月
５
日
㈫

試
験
科
目

・
学
科
試
験
（
３
科
目
）　

国
語

総
合
（
現
代
文
の
み
）　

英
語
Ⅰ　

数
学
Ⅰ

・
面
接
試
験

▼
二
次
募
集

願
書
受
付　

令
和
３
年
２
月
１
日

㈪
〜
５
日
㈮
（
必
着
）

試
験
日　

令
和
３
年
２
月
10
日
㈬

試
験
科
目

・
学
科
試
験
（
２
科
目
）　

小
論

文　

数
学
Ⅰ

・
面
接
試
験

受
験
資
格　

高
等
学
校
を
卒
業
し

た
者
ま
た
は
令
和
３
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
者

・
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
者

試
験
会
場　

公
立
館
林
高
等
看
護

学
院

出
願
書
類　

入
学
願
書（
当
学
院

指
定
の
用
紙
）　

高
等
学
校
の
調

査
書　

写
真
２
枚
（
４
×
３
㎝　

最
近
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上

半
身
、
正
面
、
脱
帽
、
裏
面
に

氏
名
を
明
記
し
１
枚
は
入
学
願

書
に
、
１
枚
は
受
験
票
に
貼
付
）　

受
験
票
（
当
学
院
指
定
の
用
紙
）　

返
信
用
封
筒
（
長
４
号
封
筒
に
住

所
、
氏
名
を
明
記
し
84
円
切
手
を

貼
付
）

受
験
料　

２
０
，０
０
０
円
（
口

座
振
り
込
み
）

問
合
せ　

公
立
館
林
高
等
看
護

学
院73

－

７
１
７
５

11
月
30
日
ま
で

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診

健
康
の
鉄
人
教
室
６

腸
活
・
免
疫
力
ア
ッ
プ
教
室

ア
プ
リ
を
使
っ
て

感
染
拡
大
を
防
止

Ａｎｄｒｏｉｄ版 i ＯＳ版

館
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

過
度
な
受
診
控
え
は

健
康
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す

公
立
館
林
高
等
看
護
学
院

学
生
募
集 くく  

らら  

しし

水水防学校水防学校

害を学ぶ
　9月17日（木）、10月13日（火）、合の川水防センター
で町内小学校の４年生を対象に水防学校が行わ
れました。
　児童達は、ビデオ上映やクイズを通して水害
に対する備えについて学んだほか、水袋とプラ
ンターを使った簡易水防工法を体験しました。

トピックス
TOPICS

ミニ
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県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど

も
を
愛
情
を
も
っ
て
養
育
し
て
く

れ
る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談

や
交
流
が
で
き
る
相
談
会
（
出
張

里
親
サ
ロ
ン
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈬　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

役
場
３
階
大
会
議
室

内
容　

里
親
制
度
の
説
明
お
よ
び

里
親
を
さ
れ
て
い
る
か
た
と
の
座

談
会

申
込
み　

不
要
（
当
日
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
）

問
合
せ　

東
部
児
童
相
談
所

57

－

６
１
１
１

　

防
衛
省
で
は
以
下
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

○
推
薦　

応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

（
中
学
校
等
卒
業
ま
た
は
見
込
み

含
む
）
の
男
子
で
中
学
校
長
等
が

ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
責
任
を
持
っ

て
推
薦
で
き
る
者

受
付
期
間　

11
月
１
日
〜
30
日

○
一
般

応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
男
子
（
中
学
校
等
卒
業
ま
た
は

見
込
み
含
む
）

受
付
期
間　

11
月
１
日
〜
令
和
３

年
１
月
６
日

自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
者

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て

問
合
せ　

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力

本
部
太
田
出
張
所

33

－

７
３
０
５

　

町
内
施
工
業
者
に
よ
る
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
町
民
の

皆
様
に
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
工
事
に
要
し
た
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
過
去
の
利
用
実

績
に
関
わ
ら
ず
本
制
度
の
利
用
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
車

庫
な
ど
の
対
象
工
事
を
拡
充
し
、

上
限
10
万
円
に
達
す
る
ま
で
何
度

で
も
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

補
助
金
の
額

対
象
工
事
費
の
10
％
（
限
度
額

10
万
円
）

※
町
内
の
登
録
店
舗
で
使
え
る
商

品
券
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
申
請

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
請
で
き
る
か
た

・
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
た

・
世
帯
の
中
に
町
税
な
ど
を
滞
納

し
て
い
る
か
た
が
い
な
い
こ
と

・
そ
の
他
町
か
ら
の
住
宅
の
改
造

な
ど
に
係
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
か
た
、
お
よ
び
こ
の

要
綱
に
よ
る
令
和
２
年
４
月
１
日

以
降
の
補
助
金
交
付
額
が
10
万
円

に
達
し
て
い
な
い
か
た

対
象
と
な
る
住
宅

・
申
請
さ
れ
る
か
た
が
居
住
し
て

い
る
住
宅

・
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住

宅
部
分
の
み

※
所
有
者
が
申
請
者
と
異
な
る
場

合
は
、
所
有
者
の
同
意
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
工
事

・
対
象
と
な
る
住
宅
な
ど
の
維
持

お
よ
び
住
環
境
の
質
の
向
上
の
た

め
に
行
う
改
修
・
増
築
な
ど
の
工
事

・
対
象
工
事
費
が
20
万
円
以
上
で

あ
る
こ
と（
消
費
税
を
抜
い
た
額
）

・
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
工
事

が
完
了
し
、
工
事
代
金
の
支
払
い

が
で
き
る
こ
と

・
板
倉
町
内
に
本
社
ま
た
は
事
業

所
な
ど
が
あ
る
住
宅
関
連
事
業
者

に
よ
る
施
工
で
あ
る
こ
と

問
合
せ　

商
工
観
光
係

82

－

６
１
３
９

　

東
洋
大
学
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
で
は
、「
ビ
タ
ミ

ン
類
と
健
康
維
持
・
増
進
」
と
題

し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
類
の
持
つ
優
れ

た
作
用
と
、
そ
れ
ら
を
上
手
に

使
っ
た
健
康
寿
命
延
伸
の
可
能

性
を
考
え
ま
す
。

　

４
人
の
講
師
に
よ
る
講
演
を

研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

開
し
、
期
間
内
に
質
疑
を
受
け
付

け
ま
す
。

公
開
期
間　
11
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

https://w
w
w
.toyo.ac.jp/ja-

JP/research/labo-center/lii/

問
合
せ　

東
洋
大
学
板
倉
事
務
課

82

－

９
１
０
５

　

東
洋
大
学
で

は
、
特
別
公
開

授
業
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
の
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を
開
催

し
ま
す
。

　

生
命
科
学
研
究
科
の
大
学
院
生

が
、
南
極
・
北
極
の
い
き
も
の
や

微
生
物
の
働
き
、
人
の
や
る
気
ス

イ
ッ
チ
、ク
リ
ー
ン
ミ
ー
ト
な
ど
、

楽
し
く
て
役
に
立
つ
話
題
に
つ
い

て
分
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
手
元
に
お
茶
や
お
菓
子
を

用
意
し
て
、お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　

日
時　

12
月
15
日
㈫　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分

参
加
費　

無
料

申
込
み　

メ
ー
ル
の
件
名
に
「
東

洋
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
エ
ン
ス

カ
フ
ェ
申
込
、ま
た
本
文
に
氏
名
、

参
加
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
し
、

bio@
life-bio.or.jp

へ

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
11
日
㈮

※
申
し
込
み
を
さ
れ
た
か
た
に
は
、

Zoom

の
入
室
情
報
を
12
月
14
日

㈪
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

東
洋
大
学
板
倉
事
務
課

82

－

９
１
０
３

募
集
テ
ー
マ

①
身
近
な
自
然
環
境
や
生
態
系

な
ど
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た

実
践
活
動
、
研
究
、
提
案
な
ど

②
低
炭
素
（
省
エ
ネ
な
ど
）・
循

環
型
社
会
（
３
Ｒ
な
ど
）
づ
く

り
に
向
け
た
身
近
な
実
践
活
動
、

提
案
な
ど

応
募
資
格

　

群
馬
県
内
の
営
利
を
目
的
と

す
る
事
業
活
動
を
行
わ
な
い
法

人
・
団
体
（
学
校
を
除
く
）
並

び
に
個
人
（
前
回
の
受
賞
か
ら

５
年
を
経
過
し
た
既
受
賞
者
も

応
募
を
可
と
し
、
再
受
賞
で
き
ま

す
）

財
団
賞
の
表
彰
内
容

　

表
彰
式
を
開
催
し
、
助
成
金
と

し
て
１
件
20
万
円
（
７
件
以
内
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
左

記
問
合
せ
先
に
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
、
群
馬
銀
行
環

境
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
電
話
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

11
月
30
日
㈪

問
合
せ　

（
公
財
）
群
馬
銀
行
環

境
財
団
（
〒
３
７
１

－

０
８
４
６

前
橋
市
元
総
社
町
１
７
１

－

１
）

０
２
７

－

２
５
５

－

６
１
６
０

くく  

らら  

しし

群
馬
銀
行
環
境
財
団
賞

募
集
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

と
自
衛
官
を
募
集
中

子
ど
も
の
里
親
に
な
り
ま
せ

ん
か
「
里
親
相
談
会
」

割れた陶器　割れたガラス
割れたびんは危険物危険物

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象
者
・
対
象
工
事
を
拡
充

東
洋
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

東
洋
大
学
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

危険物の出し方
○透明または半透明の袋に入れてください。

○細かいものは、紙に包むなどしてから袋に

入れて、袋に「キケン」と表示してください。

〇袋が破れないように、入れすぎに注意して

ください。

回収場所など
ごみステーション（危険物）

【１区・２区、９区～15区】第１・３水曜日

【３区～８区】第２・４水曜日

いたくらリサイクルセンター
月曜日～金曜日（年末年始、祝日を除く）

午前８時30分～午後４時30分

土曜日

午前８時30分～11時30分

よくある質問
Ｑ：デジタルカメラやラジオ、蛍光管は危険

物として出せますか。

Ａ：デジタルカメラやラジオは「小型家電」

です。資源ごみの回収日にステーションに設

置される「資源物」のコンテナに入れてくだ

さい。危険物の収集日とは異なりますので、

ご注意ください。

　また、蛍光管は毎月第１・３水曜日に各公

民館に設置されるボックスに入れてくださ

い。

問合せ　環境下水道係　 ８２－６１３２

日時　11月25日（水）　午後１時30分から
場所　保健センター
担当　後藤幸彦　医師
　　（つつじメンタルホスピタル院長）
申込み・問合せ　社会福祉係
８２－６１３３
＜相談は精神科医との個別相談で、予約制です＞

【広告】

群馬テレビ

毎週金曜日　午後７時30分～８時

（再）日曜日　午前９時30分～10時

※12月11日（金）に板倉町が紹介されます。

群馬の魅力をググっと紹介する県広報番組悩まないで　こころの健康相談使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

群馬県最低賃金は
時間額８３７円に
改正されました

問合せ　群馬労働局労働基準部賃金室
０２７－８９６－４７３７
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警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

情
報
提
供

　

刑
事
手
続
き
の
概
要
や
捜
査
、

裁
判
の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、

各
種
機
関
の
相
談
窓
口
な
ど
に
つ

い
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

経
済
的
負
担
の
軽
減

　

特
定
の
犯
罪
に
よ
り
障
害
な
ど

を
負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
な

ど
の
一
部
に
つ
い
て
警
察
が
経
費

を
支
出
す
る
な
ど
、
被
害
者
な
ど

の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

精
神
的
負
担
の
軽
減

　

安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談

な
ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者

相
談
電
話
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

安
全
の
確
保

　

同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
被
害

を
受
け
な
い
よ
う
に
、
犯
罪
指
導

や
立
ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
材
な
ど
を
活
用
し

て
安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
給
付
制
度
お
よ
び
国

外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
支
給
制
度

　

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死

亡
、
負
傷
ま
た
は
疾
病
が
生
じ
た

場
合
お
よ
び
日
本
国
内
に
お
け
る

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
死
亡
、

障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
ご
遺
族

や
被
害
者
本
人
に
対
し
て
、
国
が

一
時
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。（
審
査
に
よ
り
減
額
ま
た

は
不
支
給
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

　

詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

館
林
警
察
署
警
務
課

75

－

０
１
１
０

　

自
筆
証
書
遺
言
書
は
、
遺
言

者
が
手
軽
に
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
遺
言
者
が
自
分

で
管
理
す
る
た
め
、紛
失
や
亡
失
、

相
続
人
に
よ
る
遺
言
書
の
廃
棄
、

隠
匿
、
改
ざ
ん
が
行
わ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
ほ
か
、
遺
言
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
後
、
家
庭
裁
判

所
の
検
認
手
続
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」

は
、
遺
言
者
の
申
請
に
よ
り
法
務

局
が
自
筆
証
書
遺
言
書
を
お
預
か

り
し
て
保
管
す
る
た
め
、
紛
失
や

隠
匿
、
改
ざ
ん
等
の
お
そ
れ
が
な

く
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
が
不
要

と
な
り
ま
す
。

　

遺
言
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
に

つ
い
て
は
、
相
続
人
な
ど
が
遺
言

書
の
内
容
の
証
明
書
の
請
求
や
遺

言
書
の
閲
覧
が
で
き
、
他
の
相
続

人
な
ど
に
は
、
遺
言
書
が
法
務
局

で
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
通
知

し
ま
す
。

※
遺
言
書
の
保
管
申
請
、証
明
書

お
よ
び
閲
覧
の
請
求
に
は
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
。ま
た
、相
談
や
各

種
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

前
橋
地
方
法
務
局
太
田

支
局32

－

６
１
０
０

　

相
続
手
続
で
は
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
の
戸
除
籍
謄

本
な
ど
の
束
を
、
相
続
手
続
を

取
り
扱
う
各
種
窓
口
に
何
度
も

出
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

は
、
登
記
所
（
法
務
局
）
に
戸

除
籍
謄
本
な
ど
の
束
を
提
出
し
、

併
せ
て
相
続
関
係
を
一
覧
に
表

し
た
図
（
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
）

を
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
登
記

官
が
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
に
認

証
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料
で
交

付
し
ま
す
。

　

こ
の
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の

写
し
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

相
続
登
記
を
は
じ
め
税
務
署
、
金

融
機
関
な
ど
に
相
続
手
続
を
申
請

す
る
際
、
戸
除
籍
謄
本
な
ど
の
束

を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く

な
り
、
非
常
に
便
利
で
す
。

問
合
せ　

前
橋
地
方
法
務
局
太
田

支
局32

－

６
１
０
０

　

小
規
模
事
業
者
と
商
工
会
な

ど
が
一
緒
に
な
っ
て
地
道
な
販

路
開
拓
な
ど
に
取
り
組
み
、
事
業

計
画
を
作
成
す
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
事
業
計
画

を
作
成
し
、
補
助
金
の
申
請
、
採

択
・
実
行
に
至
っ
た
場
合
、
事
業

に
要
す
る
経
費
の
３
分
の
２
（
上

限
額
50
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
別
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
取
組
を
行

う
事
業
再
開
枠
と
し
て
上
限
額

50
万
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

12
月
15
日
㈫
、
令
和
３
年

１
月
８
日
㈮　

午
後
６
時
30
分

くく  

らら  

しし

警
察
が
行
う

犯
罪
被
害
者
支
援

〜
９
時

場
所　

板
倉
町
商
工
会
館

対
象　

小
規
模
事
業
者
（
常
時
使

用
す
る
従
業
員
が
20
人
以
下
、
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
）

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

※
参
加
者
に
は
添
削
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
の
支
援
を
優
先
し
て

行
い
ま
す
。

受
講
料　

無
料

そ
の
他　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
こ
れ
を

乗
り
越
え
る
た
め
の
販
路
開
拓

に
取
り
組
む
事
業
は
、
別
枠
と

し
て
最
大
４
分
の
３
（
上
限
額

１
０
０
万
円
）
の
補
助
も
あ
り
ま

す
。
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

板
倉
町
商
工
会
事
務
局

82

－

０
２
２
４

第
８
回
野
菜
即
売
会

日
時　

11
月
14
日
㈯　

午
前
９
時

〜
正
午

場
所　

松
沼
南
駐
車
場
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
広
場

※
季
節
に
合
わ
せ
て
商
品
を
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

多
々
良
沼
県
民
探
鳥
会

日
時　

11
月
15
日
㈰　

午
前
９
時

〜
正
午

集
合
場
所　

野
鳥
と
湿
原
の
エ
リ

ア　

野
鳥
観
察
棟
駐
車
場
（
館
林

市
日
向
町
）

費
用　

２
０
０
円
（
保
険
料
な

ど
）　

中
学
生
以
下
無
料

持
ち
物　

双
眼
鏡

※
日
本
野
鳥
の
会
群
馬
館
林
分
会

と
の
共
催

問
合
せ　

県
立
多
々
良
沼
公
園
管

理
事
務
所

56

－

９
９
７
８

大お
お

下し
た

藤と
う

次じ

郎ろ
う

と
水
絵
の
系
譜

　
「
水
絵
」
す
な
わ
ち
水
彩
画
は
、

明
治
時
代
に
西
欧
か
ら
日
本
に
紹

介
さ
れ
、
今
も
私
た
ち
に
身
近
な

技
法
で
す
。

　

本
展
で
は
、
今
年
生
誕
１
５
０

年
を
迎
え
た
大
下
藤
次
郎
の
生
涯

と
画
業
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

水
彩
を
愛
す
る
仲
間
達
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

期
間　

12
月
13
日
㈰
ま
で

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）

費
用　

一
般
８
３
０
円　

大
学
生

４
１
０
円　

中
学
生
以
下
、
障
害

者
手
帳
な
ど
を
い
持
ち
の
か
た
と

そ
の
介
助
者
１
人
は
無
料
）

問
合
せ　

県
立
館
林
美
術
館

72

－

８
１
８
８

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １４，３１０人（－13）
　　男 ７，１９５人（－10）
　　女 ７，１１５人（－３）
世帯数 ５，７２１戸（＋４）
　　　　（　）内は前月比
　　　　令和２年10月１日現在

●●●●●今月の税金●●●●●
納税は口座振替が便利です！
固定資産税（４期）
国民健康保険税（５期）
介護保険料（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）
問合せ　収税係
８２-６１２９

コンビニエンスストアでも納められます。

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
事故　９月16日～10月15日
　　　　　　　　　　　累計　　前年比

　人身事故 ２件　(21件）　＋３
　物件事故 14件 (104件）　－８

犯罪　９月１日～９月30日
　　　　　　　　　　　累計　　前年比

　侵入窃盗 １件　(６件）　 －８
　乗物盗難 ２件　(８件）　 ＋２
　詐　　欺 ０件　(１件）　 －１
　住居侵入 ０件　(１件）　 －４
　その他の事件 ５件　(36件）　 ＋14
　　　　　※( ）内は令和２年１月からの累計 

○町ホームページ
http://www.town.itakura.gunma.jp/

○テレホンサービス　０１８０－９９－２４００

自
筆
証
書
遺
言
書
を

法
務
局
が
お
預
か
り
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

板
倉
町
商
工
会

事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
開
催

県
立
館
林
美
術
館

企
画
展

県
立
多
々
良
沼
公
園

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

大下藤次郎＜檜原湖の秋＞1907年
島根県立石見美術館蔵（前期展示）

【広告】【広告】【広告】 【広告】

開業・決算確定申告などの税金に関することなら
あなたは大丈夫？　相続税のこと考えてますか？

悩む前にご相談を！（無料相談受付中　土・日・ 可）

田　口　会　計　事　務　所
税　理　士　　田　口　恵　之

〒３７４－００５３　群馬県館林市赤土町８１０－１
☎ ０２７６－７３－５０１１　Fax ０２７６－７３－５０１３
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/
E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp　関東信越税理士会所属
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期
日　

11
月
20
日
㈮
・
12
月
４
日

㈮
・
18
日
㈮
・
令
和
３
年
１
月
22

日
㈮
・
２
月
５
日
㈮
・
19
日
㈮　

全
６
回

時
間　

午
前
10
時

内
容　

全
身
の
筋
肉
を
う
ま
く
使

う
方
法
を
学
び
ま
す
。（
強
度
強
め
）

対
象　

成
人
10
人
（
体
力
に
自
信

の
あ
る
か
た
）

持
参
品　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス

タ
オ
ル
・
マ
ス
ク

受
付
期
間　

11
月
８
日
㈰
〜
15
日
㈰

期
日　

12
月
４
日
㈮
・
11
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
30
分

内
容　

お
薬
手
帳
も
入
る
と
て
も

便
利
な
蛇
腹
式
カ
ー
ド
入
れ
を
作

り
ま
す
。

対
象　

成
人
７
人

持
参
品　

裁
縫
道
具
・
も
の
さ
し
・

マ
ス
ク

受
付
期
間　

11
月
８
日
㈰
〜
22
日
㈰

期
間　

11
月
１
日
㈰
〜
29
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

期
日　

11
月
21
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
30
分

内
容　

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
と
簡
単
な
工
作
を
行
い
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学
年

親
子
５
組

受
付
期
間　

11
月
８
日
㈰
〜
18
日
㈬

期
日　

11
月
21
日
㈯

時
間　

午
前
10
時

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作
（
プ

ラ
板
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
）
を
行

い
ま
す
。

対
象　

幼
児
・
小
学
生
12
人

受
付
期
間　

11
月
６
日
㈮
〜
17
日
㈫

期
日　

11
月
12
日
㈭
〜
23
日
㈷

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

　

図
書
室
で
使
わ
な
く
な
っ
た
本

を
有
効
利
用
す
る
た
め
、ご
来
館
の

皆
さ
ん
に
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

　

持
ち
帰
り
用
の
袋
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

期
間　

11
月
14
日
㈯ 

〜
29
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

冊
数　

１
人
10
冊
ま
で

問
合
せ　

生
涯
学
習
係
（
中
央
公

民
館
）

　

令
和
２
年
４
月
の
小
学
校
再
編

に
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
し

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
町
内
全
域
で
学

校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
現
在
、
90
人
を
超
え

る
か
た
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
か
ら
は

次
の
よ
う
な
声
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

・「
毎
日
子
ど
も
た
ち
に
会
え
て

元
気
を
も
ら
え
ま
す
」

・「
子
ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

え
ま
す
」

・「
自
分
の
孫
世
代
の
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
え
る
機
会
は
な
か
な

か
な
い
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」

○
現
在
も
引
き
続
き
、
学
校
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
「
で
き
る
と
き
に
で
き

る
範
囲
で
」を
合
い
言
葉
と
し
て
、

登
下
校
の
時
間
に
合
わ
せ
て
散
歩

を
兼
ね
た
見
守
り
や
、
自
宅
付
近

を
掃
除
し
な
が
ら
の
見
守
り
な
ど

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、南
地
区
と
北
地
区
で
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
留
所
で
児
童

の
バ
ス
の
乗
り
降
り
を
中
心
に
見

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
最
寄

り
の
小
学
校
や
公
民
館
、
教
育
委

員
会
へ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
学
校
係

82

－

６
１
５
３

期
日　

11
月
25
日
㈬
・
12
月
２
日

㈬
・
９
日
㈬
・
16
日
㈬　

全
４
回

時
間　

午
前
10
時

内
容　

正
し
い
歩
き
方
を
学
び
、

屋
外
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
モ
ー
ル
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行

い
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
第
２
・
３
会

議
室

対
象　

成
人
15
人

持
参
品　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
運
動
の

で
き
る
服
装
と
靴
・
汗
ふ
き
タ
オ

ル
・
飲
み
物
・
マ
ス
ク

受
付
期
間　

11
月
８
日
㈰
〜
15
日
㈰

期
日　

11
月
29
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分

内
容　

無
地
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
し
て
マ
イ
バ
ッ
グ

を
作
り
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
講
座
室

対
象　

小
学
生
親
子
８
組

材
料
費　

１
個
５
０
０
円
程
度

持
参
品　

ド
ラ
イ
ヤ
ー
・
飲
み

物
・
マ
ス
ク

受
付
期
間　

11
月
８
日
㈰
〜
20
日
㈮

期
日　

12
月
８
日
㈫

時
間　

午
後
１
時
30
分

内
容　

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
を
使
っ
て

し
め
縄
を
作
り
、
飾
り
付
け
を
行

い
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
美
工
室

対
象　

成
人
９
人

持
参
品　

は
さ
み
・
飲
み
物
・
マ

ス
ク
・
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

材
料
費　

１
，５
０
０
円
程
度

受
付
期
間　

11
月
８
日
㈰
〜
20
日
㈮

期
日　

12
月
３
日
㈭
・
10
日
㈭
・

17
日
㈭
・
24
日
㈭　

全
４
回

時
間　

午
前
９
時
30
分

内
容　

ク
ラ
フ
ト
で
買
物
か
ご
を

作
り
ま
す
。　

対
象　

成
人
10
人

持
参
品　

洗
濯
ば
さ
み
・
は
さ

み
・
も
の
さ
し
・
木
工
用
ボ
ン
ド

材
料
費　

１
，５
０
０
円
程
度

受
付
期
間　

11
月
10
日
㈫
〜
25
日
㈬

期
日　

12
月
10
日
㈭　

時
間　

午
後
１
時
30
分

内
容　

科
学
染
料
を
使
用
せ
ず
、

身
近
な
植
物
や
家
庭
に
あ
る
野
菜

を
使
っ
て
ス
ト
ー
ル
を
染
め
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

材
料
費　

２
，５
０
０
円
程
度

持
参
品　

ゴ
ム
の
手
袋
・
エ
プ
ロ
ン

受
付
期
間　

11
月
８
日
㈰
〜
15
日
㈰

※
植
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
心
配
の
あ

る
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

期
日　

12
月
１
日
㈫
・
令
和
３
年

２
月
16
日
㈫　

全
２
回

時
間　

午
前
10
時

内
容　

季
節
に
沿
っ
た
暮
ら
し
や

薬
膳
茶
の
上
手
な
取
り
入
れ
か
た

を
学
び
ま
す
。

対
象　

成
人
12
人

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

持
参
品　

筆
記
用
具

受
付
期
間　

11
月
８
日
㈰
〜
15
日
㈰

期
日　

12
月
23
日
㈬　

時
間　

第
１
回　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

第
２
回　

午
後
３
時

内
容　

お
正
月
用
の
華
や
か
な
寄

せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

対
象　

各
回
成
人
６
人

材
料
費　

３
，０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
手
袋

受
付
期
間　

11
月
10
日
㈫
〜
29
日
㈰

新型コロナウイルス感染症の影響により、変更または中止になる場合があります。
あわせて当面の間、公民館等の主催事業における募集対象は ｢町内（在住・在勤）のかた｣ とさせていただきます。

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

中
央
公
民
館

親
子
で
マ
イ
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り
教
室

お
知
ら
せ

中
央
公
民
館

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
で
し
め
縄
作
り
教
室

東
部
公
民
館

フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

北
部
公
民
館

疲
れ
な
い
身
体
つ
く
り
教
室

北
部
公
民
館

蛇
腹
式
カ
ー
ド
入
れ
作
り
教
室

イ
ベ
ン
ト
情
報

東
部
公
民
館

ク
ラ
フ
ト
教
室
（
買
物
か
ご
）

東
部
公
民
館

趣
味
の
教
室　

草
木
染

南
部
公
民
館

季
節
の
薬
膳
茶
教
室

南
部
公
民
館

寄
せ
植
え
教
室

中
央
公
民
館

板
倉
保
育
園
児
作
品
展

中
央
公
民
館

た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

わ
た
ら
せ
自
然
館

サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ
写
真
展｢

彩
々
」

中
央
公
民
館

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

お
知
ら
せ

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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目
標
は
健
康
を
広
め
る
こ
と

体
の
こ
と
を
知
っ
て

健
康
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い

なかじま　しょうた／35歳
大字籾谷在住

　ＤＩＹが趣味で、接骨院の
受付や棚などは部屋と一体化
するような出来栄え。
　好きな食べ物は、小学生の
娘さんが作ってくれる料理だ
そうです。

レポーター
広報編集委員

間
ま

明
みょう

田
だ

憲
のり

志
ゆき

患者に寄り添う
　昨年籾谷に接骨院を構えた中島さん。そ
の前は板倉東洋大学前駅の近くで開業して
いました。
　中島さんは柔道整復師のほか、社会福祉
士の資格も取得していて、患者さんファー
ストを心がけているそうです。
　患者さんに寄り添うため、特にコミュニ
ケーションを大切にしていて、病院でなか
なか治らないかたにも丁寧にプログラムを
組み、治療を施していきます。徐々に元気
になっていく患者さんを見ると、これまで
にやってきた治療の課程が間違っていな
かったと、心の中でガッツポーズをしたく
なるそうです。

地域への貢献
　そんな中島さんは地域の活動にも積極的
で、消防団に入団しているほか、育成会の
本部役員として花いっぱい運動などの美化
活動なども行ったり、子どもの通う幼稚園

で、「お父さん先生」という行事に参加し、
園児たちが参観に来たお父さんの肩などに
マークを付けて、マッサージをしてあげる
お手伝いをしてあげたりと、さまざまな場
面で活躍され、それらを楽しんでいます。

みんなが健康に
　腰が痛い、膝が痛いというかたでも、実
は原因が痛い場所ではなく、体の違う部分
が原因だということもよくあるそうです。
整形外科などで、良くならない場合などは
相談してほしいとのことでした。
　仕事だからということではなく、健康の
ための活動ができればいいと考えている中
島さん。「体の使い方を知ってもらい、み
んなが健康に使えるようになってくれれば
うれしいです。健康のことを広めていくよ
うな活動をしていきたい」と笑顔で話して
くれました。
　これからも地域のため、患者さんのため
に活躍される爽やかな中島さんを応援した
いと思います。

中島祥太さん

相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）
問合せ　太田年金事務所  ４９－３７１６

●●●水道工事休日当番●●● ●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●

大金をあげる？　知らない
人からのメールは無視！

【事例】
　高齢の母の携帯電話に、知らな
い人から「２，０００万円を譲る
相手にあなたが選ばれました。手
続きを進めるため、手数料を振り
込んでください」というメールが
届き、その内容を信じ込んだ母が、
指示どおり２千円を振り込んだ。
　その後、さらに追加で１万円を
要求され、母は「振り込まないと
お金がもらえない。どうしよう」
と娘の私に相談してきた。
（50歳代女性）

【ひとこと助言】
　携帯電話やスマートフォンには
さまざまな迷惑メールが送られて
きます。メールの内容に従い、お

金を振り込んでも大金はもらえま
せん。知らない人からのメールは
無視するよう家族や知人などとよ
く話し合っておきましょう。機器
の迷惑メールを防止する機能など
も活用しましょう。
　特に高齢のかたのメール利用に
関しては、家族や周りのかたが変
わった様子がないかなど、日ごろ
から気を配りましょう。同様の手
口で複数回だまされてしまうケー
スもありますので、何度も繰り返
し注意を促すことも大切です。
　困ったときは、お早めに消費生
活センターにご相談ください。

月 日 曜 日 当 番 店 電 話

11

１ 日 高田管工設備 82-1856

３ 祝 土橋設備 82-2982

７ 土 ㈲しんえい設備 82-0001

８ 日 山岸管工設備 82-5251

14 土 ㈲佐山設備 82-2152

15 日 ㈲根岸工業 82-0537

21 土 高田管工設備 82-1856

22 日 ㈲長谷川設備 77-0358

23 祝 土橋設備 82-2982

28 土 山岸管工設備 82-5251

29 日 小倉設備 82-0261

12

５ 土 ㈲根岸工業 82-0537

６ 日 ㈲岩崎設備 82-0027

12 土 ㈲長谷川設備 77-0358

13 日 土橋設備 82-2982

19 土 小倉設備 82-0261

●水道に関する問合せ 
　群馬東部水道企業団館林支所
　 ８０－３２０１

期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

11月１日
（日）

寺内医院
８８－１５１１

小児科おぎわらクリニック※
６１－１１３３

堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

11月３日
（祝）

湯沢医院
６２－２２０９

多々良診療所
７２－３０６０

田沼整形外科医院
８８－９２２３

－

11月８日
（日）

横田胃腸科内科
７２－４９７０

神尾内科医院
７５－１２８８

高木整形外科
６２－６６１１

－

11月15日
（日）

三浦医院
６２－２９１７

金丸内科医院
８８－３２００

館林市夜間急病診療所
７３－２３１３

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

11月22日
（日）

館林記念病院
７２－３１５５

竹越医院
８４－３１３７

井上整形外科医院
８２－１１３１

－

11月23日
（祝）

みづほクリニック
２０－１１２２

小西医院
８６－２２６１

真中医院
７２－１６３０

－

11月29日
（日）

ハートクリニック
７１－８８１０

菅沼医院
７２－９０９０

ふじの木整形･内科クリニック
９１－４０７０

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

12月６日
（日）

新井内科クリニック
２０－１２２０

長谷川クリニック
８０－３３１１

しんじょう整形外科クリニック
５５-３６２３

今村クリニック
７０－２２２１

歯科 ◆緊急　公立館林厚生病院　 ７２－３１４０（内科系・外科系）
◆群馬県新型コロナウイルス感染症コールセンター
　 ０５７０－０８２－８２０
　受付時間　午後９時～午後９時
　（受付時間外　 ０２７－２２３－１１１１）

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
●内科系の※は、小児科のみとなります。●高木整形外科は、午前中のみの診察となります。
●受診前に医療機関に確認してください。
●救急テレホンサービス　 ７３－５６９９：受診可能な病院を紹介しています。

  社会保険料（国民年金保険料）  
  控除証明書が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

　国民年金保険料は、所得税および住民税の
申告で全額が社会保険料控除の対象となりま
す。その年の１月から12月までに納付した保
険料が対象です。
　控除を受けるためには、納付したことを証
明する書類の添付が義務付けられています。
このため、令和２年１月１日から令和２年９
月30日までの間に国民年金保険料を納付され
たかたには、「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が本年11月上旬に日本年金機構
本部から送付されますので、年末調整や確定
申告の際には必ずこの証明書（または領収証
書）を添付してください。
　また、10月１日から12月31日までの間に今
年はじめて国民年金保険料を納付されたかた
には、翌年の２月に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付され
た場合も、ご本人の社会保険料控除に加える
ことができます。ご家族あてに送られた控除
証明書を添付し申告してください。
　控除証明書についての照会は、はがきに表
示されている番号にお問い合わせください。

　ねんきん加入者ダイヤル　   0570-003-004

二
千
万
円

も
ら
え
る
な
ん

て
そ
ん
な
話
は

な
い
な



スケジュール
○板倉町役場(町) ８２－１１１１
○保健センター(保) ８２－３７５７
○海洋センター(海) ８２－０８５８
○福祉センター(福) ８２－３９００
○児童館(児) ８２－２２７０
○環境下水道係 ８２－６１３２

広報いたくらは、自然保護のため
再生紙とベジタブルインキを使用し作成しています。
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2020 年
11 月

号  №
796

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水　Wed 木　 Thu 金　 Fri 土　 Sat
1 2 　 3 文化の日 4 窓口延長 5 　 6 　 7 　

◆県民交通安全日
◆防災ラジオ定期放送

◆町県民税第３期
◆国民健康保険税第4期
◆介護保険料第4期
◆後期高齢者医療保
　険料第4期
◆えいごであそぼう(児)

●ストレス・こころの相談
 (館保)
◆こあら学級(保)

◆水道料金口座振替日
　(１区、２区、10区の
　一部、11区～16区)
◆おはなし会(児)

◆チャレンジ広場
 (風船スクイーズ)(児)

8 9 　 10 　 11 窓口延長 12 　 13 　 14 　

◆えいごであそぼう(児) ●ふれあい相談会(館保)
◆１・２歳児童館
 (リトミック)(児)

◆３歳児健診(保)
◆おはなし会(児) ●法律相談(町)

●ぱおぱお(保)

15 16 　 17 　 18 窓口延長 19 　 20 　 21 　

◆自転車マナーアップデー

◆えいごであそぼう(児)
◆県民防犯の日 ●ストレス・こころの相談(館保)

●子育てこころの相談(館保)
◆０歳児童館・子育て講習会
(わらべうた親子ダンス)(児)

◆おはなし会(児) ◆１・２歳児健診(保)

22 23 勤労感謝の日 24 25 窓口延長 26 　 27 　 28 　

●農地相談(町)
◆おたのしみ広場
 (芝滑り)(児)

●こころの健康相談(町)
◆乳児健診(保)
◆高齢者交通安全日

◆おはなし会(児) ◆赤ちゃんレストラン（保）

29 30 　 12/1 　 2 窓口延長 3 　 4 　 5 　

◆固定資産税第4期
◆国民健康保険税第5期
◆介護保険料第5期
◆後期高齢者医療保
　険料第5期
◆えいごであそぼう(児)

◆県民交通安全日
◆防災ラジオ定期放送
◆冬の県民交通安全運動　　
　～10日

●ストレス・こころの相談
 (館保)

◆おはなし会(児)

6 7 　

　

　
◆水道料金口座振替日
(３区～９区、10区の一部)
◆こあら学級(保)
◆えいごであそぼう(児)

◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで　◎その他、各イベント・催し物については、町ホームページのイベントカレンダーをご覧ください

　　可燃ごみ収集日(生ごみを含む)　　　資源ごみ収集日(古紙類・小型家電・容器包装プラスチック・ペットボトル・プラスチック)

　　かん・びん・危険物収集日

定
　

例
　

相
　

談

●
法
律
相
談（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

　

82
ー
６
１
３
１

●
農
地
相
談（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

82
ー
６
１
３
８

●
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
情
報

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談

　
（
毎
週
月
〜
金　

祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

82
ー
３
９
０
０

●
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
・
教
室
情
報

◆
子
ど
も
の
相
談（
要
予
約
）　

　

ぱ
お
ぱ
お

　

11
月
13
日　

か
ら
だ
の
成
長

◆
健
康
相
談

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

82
ー
３
７
５
７

●
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
相
談
情
報

◆
子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談（
要
予
約
）

　

午
前
９
時
〜
11
時

◆
ス
ト
レ
ス・
こ
こ
ろ
の
相
談（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

◆
ふ
れ
あ
い
相
談
会（
要
予
約
）

　

午
後
1
時
15
分
〜
３
時
30
分

　

問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　

保
健
係　

72
ー
３
２
３
０

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口

　
（
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

中
央
公
民
館　

82
ー
２
４
３
５

　

東
部
公
民
館　

82
ー
１
２
４
１

　

南
部
公
民
館　

82
ー
１
４
２
４

　

北
部
公
民
館　

77
ー
１
８
５
５

【定休日および休館日のお知らせ】※詳しくはお問い合わせください
○各公民館：月曜日および祝日
○海洋センター：月曜日および祝日
○わたらせ自然館：月・火曜日および祝日の翌日
○文化財資料館：月曜日
○福祉センター：土・日曜日および祝日
○児童館：日曜日および祝日
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